実技課題
実技課題
「曲げ加工を利用したTIG溶接によるステンレス圧力容器の製作」

	１　作業標準時間

　　標準時間　　３００分（休憩時間、待ち時間除く）

　　最終終了時間　　３８０分

２　配布資料
・実技課題
・訓練課題図

・作業工程計画書
・訓練課題確認シート
・評価要領

・材料加工チェックシート
・各溶接部の仕上がりチェックシート
・全体の仕上がり寸法チェックシート
・使用機器の取り扱い等及び安全作業の不適切な作業・行為についての具体例
　３　提出物

　　・課題物（製作品）

　　・作業工程計画書

　　・訓練課題確認シート
・材料加工チェックシート
・各溶接部の仕上がりチェックシート
・全体の仕上がり寸法チェックシート
・使用機器の取り扱い等及び安全作業の不適切な作業・行為についての具体例
　４　課題製作
　　・個人で作業すること

・各工程（作業）が終了した時点で、指導員の確認を受けること



次に挙げる事項及び仕様にしたがって、訓練課題図に示す製品を製作すること。

１．訓練課題作業時間
　　（１）作業工程計画書作成　　　時間　　３０分

　　（２）材料準備加工時間　　標準時間　　４０分

（３）溶接作業時間　　　　標準時間　２６０分　最終終了時間　３８０分
２．訓練課題仕様
　　（１）作業仕様
　　　　　３．の支給材料を基に訓練課題図を読み、作業工程を検討し、圧力容器を製作する。作業工程を検討するに当たり、別添様式「作業工程計画書」を作成する。指導員の指示に従い30分以内に作成し、その後作業に入ること。
　　　　　製作した圧力容器について水張り漏れ検査、外観検査、水圧試験を行なう。

　　　　　なお、下記にあげる工程において作業が終了した時点で、指導員の確認を受けること。その後別添様式「材料加工チェックシート」「各溶接部の仕上がりチェックシート」「全体の仕上がり寸法チェックシート」を用い、指示された箇所の測定を行ない記録していくこと。また、次の工程に進む際も指導員の指示に従うこと。
　　　　　　①溶接前各部材の加工後（曲げ加工含む）　　②溶接作業終了後　　　③水張り漏れ検査後

　　（２）加工仕様

　　　　（イ）材料準備加工においては、下記事項に留意すること。
　　　　　　　・支給材料内であれば再加工してもよい
　　　　　　　・切断後のひずみ修正は各自の判断において適宜行なってよい

　　　　　　　・曲げ加工については、時間内であればやり直してよい

　　　　　　　・ケガキ線について、余計な線も含め評価の対象としない
・ボール盤による穴あけや切断面に生じたバリは、ヤスリやディスクグラインダ等で仕上げ取り除く

・余計な穴を開けた場合、補修を認めない
（ロ）溶接作業においては、下記事項に留意すること。
　　・電流値やパルス等の条件は特に定めない。
　　・溶接姿勢は図面で指示されている姿勢で行う。
　　・溶接順序、層数・パス数については自由とする。立向き溶接については上進法とする。

　　・溶接作業がしやすい位置に課題を回しながら行なってよい。ただし、アーク発生中、課題を回してはいけない。

　　・溶接の際、最終層のノンフィラー溶接（溶接棒の未添加）については不可とする。ただし、タック溶接および最終層のビード補修を除く。

　　・タック溶接する際、位置・数については特に定めない。
　　・ひずみ修正は各自の判断において適宜行なってよいが、溶接後の修正は行なってはならない。
　　・アークストライクは認めない。
　　　　（ハ）溶接終了後の課題については、下記事項に留意すること。
　　　　　　　・溶接終了後の課題溶接部については、ヤスリがけをしない。
　　　　　　　・製品完成後、ビードを含めワイヤブラシ等で磨き作業を行なわない。
３．訓練課題製作用支給材料

	No.
	品名
	寸法
	数量
	備考

	1
	SUS304
	ｔ2.0×550×100
	１
	

	2
	SUS304
	ｔ2.0×125×125
	１
	

	3
	SUS304
	10A×30
	１
	


４．訓練課題作成時における注意事項

　（１）　課題開始前に、課題用材料の数量・大きさ等が適正であることを確認すること。

　（２）　課題開始後は、原則として課題用材料の再支給はしないこと。

　（３）　課題製作中は使用機材一覧で表示されたもの以外は使用しないこと。

　（４）　課題製作中は、原則として使用機材等の貸し借りは行なわないこと。
（５）　補修作業する場合には、申し出ること。ただし、溶接部を研削等で除去後の補習溶接は認めない。

　（６）　水張り漏れ検査の際、水漏れがあるにもかかわらず水圧試験を行なった場合、評価は０となるので、必ず補修作業を申し出ること。

　（７）　退場する前には、使用機材・作業台等の周辺を清掃し整理整頓を行なうこと。
　（８）　機械台数等の都合で作業待ち時間が発生した場合は、待ち時間を調整すること。

　（９）　検査・評価の時間は作業時間に含めないこと。

５．訓練課題作成用使用機材一覧
	区分
	品名
	寸法又は規格
	数量
	備考

	用具類
	ケガキ針
	
	１
	石筆・チョーク、マジックインク等可

	
	ケガキ用コンパス
	
	１
	

	
	ポンチ
	
	１
	

	
	タガネ
	平
	１
	

	
	ヤスリ
	平
	１
	大小問わず

	
	組ヤスリ
	
	１
	5本組み

	
	ワイヤブラシ
	形状自由
	１
	

	
	片手ハンマ
	
	１
	銅ハンマも可

	
	木ハンマ
	
	１
	プラスチックハンマ等も可

	
	ヤットコ又はプライヤ
	
	１
	

	
	ペンチ又はニッパ
	
	１
	

	
	シャコ万
	
	１
	

	
	ディスクグラインダ
	
	１
	

	
	Vブロック
	
	１
	

	
	タングステン電極
	φ1.6mm、φ2.4mm他
	１
	太さ、種類は適宜選択する

	
	スパナ又はモンキーレンチ
	
	１
	水圧試験機接続用

	測定具
	鋼製直尺
	300mm
	１
	

	
	曲尺（さしがね）
	
	１
	

	
	平スコヤ
	
	１
	

	
	台付スコヤ
	
	１
	

	
	ハイトゲージ
	300mm程度
	１
	

	
	ノギス
	150mm
	１
	

	
	ベベルプロトラクタ
	
	１
	

	
	すき間ゲージ
	テーパー式又は板式
	１
	

	その他
	ハンドシールド
	
	１
	ヘルメットも可

	
	遮光ガラス、白ガラス
	
	１
	

	
	保護眼鏡
	防塵用
	１
	

	
	保護手袋
	アーク溶接用
	１
	

	
	足カバー
	
	１
	安全靴が長靴の場合は不要

	
	安全靴
	
	１
	

	
	作業帽
	
	１
	

	
	前掛け
	
	１
	

	
	腕カバー
	
	１
	

	
	防じんマスク
	溶接作業対応
	１
	

	
	手ボウキ
	
	１
	

	
	ステンレス用溶接棒
	
	必要量
	

	
	プラグ
	10A用
	１
	水を入れた後の栓に使用

	機工具類
	シャーリングマシン
	
	１
	

	
	直立ボール盤
	
	１
	

	
	プレスブレーキ一式
	金型含む
	１
	

	
	TIG溶接機一式
	アルゴンガス含む
	１
	

	
	ディスクグラインダ
	
	１
	

	
	タングステン研磨機
	
	１
	ディスクグラインダで代用可

	
	水圧試験機
	最大30MPa
	１
	

	
	ドリル
	φ10mm
	１
	

	
	ドリル
	φ5mm
	１
	下穴用











★H20作成、H21修正（１）

